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平成23年度版 北九州市の環境 概要版  目次 特 集
北九州水素タウン構想

本市は、環境モデル都市の主要プロジェクトの 1 つとして、「北九州水素タウン構想」を掲げ、水素を燃料とする自動車

等の走行実証や、建物における発電・給湯用の純水素型燃料電池の運転実証などを八幡東田地区で行っています。

◦北九州水素ステーション

この構想の第一弾プロジェクトとして、福岡県、福岡水素エネルギー戦略会議、民間企業が協働して、東田地区に「北九

州水素ステーション」を建設しました。北九州市役所では、燃料電池自動車を 1 台導入しており、この水素ステーション

で水素を充填し、走行しています。水素ステーションでは、燃料電池自動車等への充填を重ね、その安全性を確保するとと

もに充填方法を確立するためのデータを蓄積しています。また、工場の副生水素をエネルギーとして利用しているのは、北

九州水素ステーションが日本初であり、世界でも珍しい水素ステーションです。

福岡県内では九州大学伊都

キャンパスにも建設されてお

り、この両ステーション間を

「水素ハイウェイ」と称して、

燃料電池自動車・水素エンジン

自動車走行の実証試験を行っ

ています。

◦北九州水素タウン実証事業

北九州水素タウン実証事業は、水素供給・利用技術研究組合（HySUT）等が福

岡水素エネルギー戦略会議の助成を受け、さまざまな実証を行う事業です。

この実証事業では、水素パイプラインを東田地区の市街地に敷設することで、

燃料となる水素を一般住宅、商業施設、公共施設へ供給しています。

また、各施設において、純水素型燃料電池を設置して、高いエネルギー効率で

電力および熱をつくっています。このように、本格的なコミュニティレベルでの

実証は世界で初めての試みです。

現在、東田地区では、水素供給技術の実証、家庭用や業務用の純水素型燃料電

池の運転実証、小型移動体の運転実証などを行っています。
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